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第７回 四万十町学校適正規模適正配置等検討委員会議事録（要旨） 

１．日  時 平成１９年１０月１８日（木）  １８：３０～２０：４０ 

 

２．場  所 四万十町役場 本庁 東別館２階会議室 

 

３．出席委員（１４名） 

 会 長 中平 克喜 副会長 松岡 雅士  

 委 員 宮﨑 勇二 委 員 藤本 綱男  

  委 員 石本 博子 委 員 宮脇 玲子 委 員 高橋 智鶴子 

  委 員 川村 英子 委 員 伊与木 豊 委 員 竹内 忠征 

 委 員 戸田 晶秀  

委 員 大﨑 いつ 委 員 國見 寛 委 員 西尾 洋之  

 

４．欠席委員（２名） 

委 員 窪田 敏宏 委 員 千谷 純一    

 

５．その他出席者（オブザーバー） 

高知県教育委員会教育政策課 2 名（寺尾 正史、山岡 彰彦） 

 

６．事務局 

    教育長 水間 淳一 教育次長 長谷部 文男  

    学校教育課長 掛水 誠幸   

学校教育課職員（総括主幹 長谷部卓也、主幹 長森伸一） 

 

７．会次第 

１．開会 

２．会長挨拶 

３．議事録の調整 

４．検討項目 

  （１）答申（案）について 

  （２）その他 

５．その他 

  （１）次回の日程等について 

  ６．閉会 

 

８．議事 

１．開 会 

 ○教育次長より開会の挨拶。 
２．会長挨拶 

 ○前回から 1 ヶ月以上掛けて答申（案）を作成していた。今回は、この答申（案）に対して意見い

ただき仕上げていく予定である。 
３．議事録の調整 

 ○第 6 回議事録については、調整のとおり問題ないことを確認。 
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 ○第 5 回議事録（要旨）を配布。内容を確認し、不備がある場合は、10 月 22 日（月）までに事務

局までの連絡を依頼。 
４．検討項目 

（１）答申（案）について 
【説明の概要】 
 ○「答申（案）」及び「審議の概要（案）」を項目毎に読み上げる。 
 
【検討の概要】 
 ○「答申（案）」及び「審議の概要（案）」を検討し以下のように訂正する。 
 ◇P2、「はじめに」 
  ・12 行目 「複式学級を有する過小規模校」→「複式学級を有する」を削除。 
  ・2 行目 町の広さを表すため、高知県内で比較した内容を追加するように事務局は検討する。 
 
 ◇P3～4、「１．四万十町立小中学校の現状と課題」 
 〔３〕内 
  ・「教育活動に様々な制約が生じている」→「教育活動に制約が生じる場合が多い」 
  ・学校規模別分類表内の中学校名の「中」を削除 
 〔４〕内 
  ・通学事例部分の２箇所をカギ括弧で囲む 
 〔５〕③内 
  ・「複数の過小規模校から・・・感じる。」の項目を削除 
  ・「様々」を削除 
  
 ◇Ｐ5、「２．検討の基本的方針」 
 〔１〕内 
  ・カギ括弧で囲む範囲は、「四万十町の子どもたち・・・適正規模・適正規模」まで 
  ・「考えられえる」の「え」を削除 
  ・文末の「いた。」は、「いる。」に訂正 
 〔２〕内 
  ・「多様な個性もつ」は、「多様な個性をもつ」に訂正 
  ・「運動会や各種行事」は、「運動会等の各種学校行事」に訂正 
 〔３〕内 
  ・「しかし」と「また」の後に句読点を追加 
  
 ◇Ｐ6～P7、「３．諮問事項に対する答申」中の「諮問事項（１）」 
 〔１〕内 
  ・「多様的かつ効率的」は、「多様的かつ効果的」に訂正 
  ・表内の「以上～」となっている部分は、「以上」を削除する他表記を統一 
 〔２〕内 
  ・上から 3 行目の文末を「・・にした。」を「・・とした。」に訂正 



3/3 

  ・「適正配置の基本的な方針」の枠内の以下の箇所を訂正 
    「③適正配置で進める・・」を「③適正配置を進める・・」に訂正 
    「保護者・地域住民・・・から実施」を「保護者・地域住民の理解と協力」に訂正 
 
 ◇Ｐ8～P9、「３．諮問事項に対する答申」中の「諮問事項（２）」 
 「第１」 
  ・表題部の「（４年後以降・・の実施）」を削除 
  ・目標欄の「四万十町において望ましい規模」を「四万十町の適正規模の範囲」に訂正 
  ・実施時期欄の「４年後以降を目処に」を削除 
 「第２」 
  ・対象欄の平成１９年配置基準を削除 
 
 ◇Ｐ10、「おわりに」 
  ・「また」や「しかし」の使い方を再検討し不要な部分を削る。 
 
 ◇別添資料「審議の概要」について 
  ・答申（案）で訂正した内容にあわせて「審議の概要」も訂正する。 
 
（２）その他 
 会長より高知県教育委員会に対して次の意見が提案された。 
 
  この答申を受けて、町、教育委員会は、これから具体的な適正規模・適正配置の検討を始めてい

くが、これからもいろいろと課題や研究、検討しなければならない。その中で教育委員会の事務作

業だけで進めていけるかどうか懸念される部分もある。これからの課題等にも対応し、今まで検討

された内容以上に教育的効果があがるように四万十町が向かっていくには、職員の派遣などの人的

支援も含め、高知県教育委員会の協力も強く要請する必要がある。このことを高知県教育委員会に

も伝えていただき、四万十町の教育の基礎の単位となる学校配置等について具体的なことができる

ようにお願いする。 
 
閉 会 
 
 次 回  平成１９年１１月１日（木） １７：３０～   
      大正総合支所 ２階会議室 


